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神問答j を書き出し、「石積み」現象に熱心をはらい、その中で最も注目したのは十三塚であっ  
た。あまりにも十三壕のことばかり言うので、十三塚男と当時には言われたそうである。昭和  
二十三年に柳田の資料を整理した堀一郎がF十三壕考j を刊行して以来、「十三塚」は日本の庶  
民信仰を明らかにする対象として問題されてきたものである。   
F十三塚考j は日本の十三塚の分布特徴、伝説、名称と十三壕に関わっている信仰などのい  
ろいろな方面から総合的に論述した著作である。この研究を引き継ぎ、昭和五十年代から神祭  
※神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科研究生  






資料だと言えよう。   
これに比べると、モンゴル地方では今もオボーが点々と存在し、オポーまつりが盛んにおこ  
なわれているが、オボー関係の研究においてまだ『十三塚考j と匹敵できる纏まった著作が誕  
生していないということば、今日のオボー関係の研究者たちに何かを意味するのではないかと  























おけるモンゴル族オポー信仰の現状により多く注目すべきであろうl。   
また、今日のオポー祭祀の現状からも伺われるように、主としてラマ僧によって執り行なわ  
ー96－   
れ，オボーの飾り物にもチベット仏教と関係あるものが多い。もしチベット仏教の要素を全部  
剥ぎ抜き、望まれているシヤマニズム的な要素のみを残そうとするならば、その結果はオポー  










民族に見られる石堆信仰に触れ、比較研究の視点を広めている。   
筆者は本稿でオポー起源問題について指先行研究に踏まえたうえで、オポーという言葉の発  
生と石堆信仰としてのオポーそのものの発生という二つに分けてまとめたい。  











う見方を取っている学者たちに認められている。   
中央民族大学の那本吉拉教授（2007）によると、オポー、即ち石堆、土封の意味で、ごく普通  
のモンゴル語の言葉であり、「エプゲ」と何の関係も持っていない。モンゴルの文献にオポーと  
ユ 陳崗龍（2007）「オボー研究の方法および研究資料」、首届中国芥力徳文化、敷包文化、考文  
化学木研村会槍文集 p．64  
2 同上p．64  
3白鳥庫吉 「岩石崇拝の起源」（講演要旨）『民族学研究』 第二巻 第一号1936年三省堂  
発行 p．280  




ている。氏が続いて、チンギス・ハンがポルハン ・ハルドン山を祭ったことそれ自体は山岳信  
仰に属し、オポー信仰と異なるものである。オポーは元来神聖性を持たなく、ただ道路標の役  
割を果たしていた堆石であり、チベット仏教がモンゴルに伝わるにつれて、チベットのマニン  
オポーの影響を受け、神聖性を持つようになったと推論している。   
以上挙げた歴史著作は13世紀から17世紀の間に書かれた古代モンゴルの歴史研究において主に  
参考されているものである。オボーという言葉が見つからないということは既に普遍的に認め  






機能－」の中でも次のように指摘されている。「中世以降のモンゴル族に於いても、ジュゲ リ  
（祭天の柱）や、あるいは地神としてのナティガイ（natigai）と称する幕居内の人形（先のオン  
ゴトのことを指す）については語られているが、元初の記録である r蒙古秘史j（1240年）をは  
じめ、同代の r黒鍵事略』（宋・彰大雅）やF蒙鞋備録」（宋・遭瑛）の如き見聞録、降っては  
『アルクン＝トプチ』（1630年）にもオボーの記載は見出されない」8。   
「オボー」という言葉が昔の文献に見つからないということは、今日のオボー信仰の起源説  
に大きな影響を与え、今まで学者たちの間に一致した結論ができていない主な原因になってい  












号 日本民族学協会昭和31年8月p．防  
ー98－   
『西蔵と蒙古の宗教』という著作に詳しく論じている。彼はオボーについて次のように述べてい  
る。  
現在没有保存下力崇拝郡博和信仰地神以及山神（与石堆有美）的邦些対立干嘲醸数   
千洗影哺之外的祈慮鮫文。迭秤情況一方両税明嘲嚇教是以何等的精力而改造和兼井那   
些原釆完全属干蒙古民間宗教的思想，男一方面又悦明那些法泉龍形象的古老性。在十   
八世紀中叶，一部蒙古民族宗教収執着件的作者資禅師容智明味尚根沌得到有夫崇拝郡   
博的古老文献。作者在其全集有夫崇拝郡博的号砲中指出；“現在，在我イロ地区蛭常淡   
槍建造和栗井部博的河鹿，大家臥油送長一秤古老的刃慣。然而，速…刃慣連去在核地   












たとしても、縮写字で啓かれたため解読困難で、相当理解しがたい」③。   
①によると、オポー関係の文献が見つからないのは、二つの理由がある。一つは、チベット  
仏教による改造と合併でなくなった。もう一つは、オボー崇拝は原始性を持つため、文献記録  








9（西徳）海西希著軟昇澤〈西減却蒙古的宗教》 天津古希出版社1989年6月第一版  





























Il王其格‘‘祭伝馬赦包起源，，敢包祭杷起源之我見首届中国蕃力徳文化，款包文化，埠   






一100－   
諸先行研究によく見られるオボー祭祀の起源説、つまりシャーマニズムに源を持つという見方  





















2、祭礼   
今日のモンゴル族における宗教的な儀礼は、古く歴史上の観取をはじめステップの諸民族の  
間に広く行われ、それはシャーマニズムの普遍的な祭祀形態と認められ、明らかに伝統をひく  





1■1（西徳）海西希著秋昇棒 《西減却蒙古約束教》 天韓古希出版社1989年6月 p．498  
15押苅‘‘祭数包与蒙古族的民阿倍仰” 《内蒙古社会科学》1997年第1期  
16（徳）海西希“蒙古人的辞満教”考亀雨弓畳璃韓自 《蒙古的宗教》1980年胎教版  
Ⅰ7後藤富雄「モンゴル族に於けるオボの崇拝－その文化に於ける諸機能岬」、『民族学研究』、第20巻、   
第12号日本民族学協会  
－101－   
ク前旗の将軍オボー祭りの際、ラマたちによる念経が終わった後、オポー祭祀に参加した男性  
たちは立ち上がり、オポーにお酒を散らして奉納しながら、オボーを時計回りに回り歩いく儀  





の意味を持つに至った18。   
次に、オボー祭祀に行われる供犠からみると、今日モンゴル族のオボー祭りにおいては、ま  





神々に村する供犠習俗が昔から伝わってきたことが窺われる。   
以上、築壇祭祀とオボー祭祀のつながりを祭祀対象、祭祀儀礼から述べることを通して、オ  










18後藤富雄 「モンゴル族に於けるオポの崇拝－その文化に於ける諸機能－」、『民族学研究』、第20巻、  
第12号 日本民族学協会  
























十三オポーとなり、他の地方の十三オポーはそれを中心に伝播したのである【バヤン：1997】。   
しかし、湊語と日本語による文献ではそれと違う視点が述べられ、十三オポーはその祭示巳対  








ーの下に石塊で祭壇を作り祭祀者の供え物を置きラマ僧の読経の場所にする。   
したがってチベット仏教の伝播によりオポー祭祀の形式と内容には大きな変化があり、中身  





霊邸・芽日台槍‘‘数包文化”的形成与演受 肉蒙古社会科学1994年第3期  



























黒部・赤目台龍“敷包文化，，的形成与演変 内蒙古社会科学1994年第3期  
加佐野賢治 「十三塚と十三オポ」『日本民俗の伝統と創造』弘文堂1988年 p．怨8  
25後藤富男 『モンゴル族に於けるオポの崇拝－その文化に於ける諸機能』『民族学研究第20巻、第12  






ー104－   
の「地界を冒越する罪」の条による各地域の境界を画定した結果、一地域の守護神としてのオ  
ボーの存在が活用されたのであろう（ 
十三塚信仰の概況および性質   
日本の十三塚は柳四国男が明治針卜三年（1910）に『考古会』、『考古学雑誌』において「十三  
















り、且つ緒々農民によって祭られた遺跡であった黎を物語っているかと思われる【柳臥p．19】。，   
そして少数の十三壕の中にも遺物は有るが、非′削二少ないため考古学のほうから進み報い状  












ー105－   
究所の十三塚についての総合調査報告である F十三壕w実測調査・考察編』と、十三塚と十三  
オボーの比較研究を行っている日本の神奈川大学の佐野賢治教授の「十三塚と十三オポ」（1985）  















つ日本海岸に薄く太平洋岸に概して漉い。そ－の此の端は津軽半島28に痕跡かとも見られる   
地名があるが、まづ今日知られる所では、秋田県北秋郡花岡村の十三森、若手県九戸郡   
宇部村十三壕に始まり、南の端は鹿児島県姶良郡、即ち霧島山麓の溝辺村の十三塚原に   
終わる中間の一都二府三十県の広い区域に分布している。……近畿中国四国の二府十四  













ー106－   
ある。第二に注意されるのは、これまた関門海峡と距て空自なる山口県と対し、英彦山  
と山国川を以ってこれ亦空白の大分県と隣する福岡県が著しい密集地帯で二十ケ所の残   
留を伝え、その余波が一部熊本県北部及佐賀県に波及していて、計三十－ケ所が存す  






2、発掘調査による十三塚   
次は十三塚の発掘調査一覧表31とそれについてのまとめである。【衷2．1】  
漉跡名  所在地  塚数   出土浪物   伝承など   立地型   備考   
12  
五十銭黄銅皆  
6   桐一銭銅像他   
旧赤羽村と旧沢井  本来は噂13が符  
沢井の  板碑状平石古銭   村を二分する常陸  
石川郡  街道に沿う   
13  千草寺の坊が焼失  中東櫛比土という  
中央塚から  したので、その代  平坦地形   瓦と窮境感は伝承  
大宮の  千葉鼎   15               布目瓦と素焼塵  わりに十三坊塚を  であって槻存しな   
築いたという  い。   
十三坊塚  市原市         和泉の  和泉村落と泉新田  
群   村落の地境   
寛永通宝3枚  『風土紀稲』によ  
北寺尾の   13   文久永宝1枚  『新編風土記楠』   れば塚13があーブ   
神奈川県   
坂口の   横浜折鶴見区  2列   宵鋼製品1点   伝承は不詳である。   
21  舘杯6点  
小杉町の  神奈川県  
十三塚  
室町期の宝笹  尾根状形  中東の嘩は大将噂   
十三塚  横浜市港南区   印塔の屋圭（笠石）1  と呼ばれてきた蝕   
野田の  冨山県  圭糀国昭代の武将の  
那  首塚  を発掘。  












【佐野賢治：「十三仏信仰と十三塚」『十三塚』平凡社1985 p．37】  
































凱欄帽】国男「諸国に十三塚ある事」『十三塚考』 三省堂 昭和23年8月 pp．16，18  
31村田文夫「発掘調査された十三塚」『十三塚』 平凡社1985年 p溺  

































こ叫佐野賢治「十三仏信仰と卜三塚」『十三壌』平凡社1985年 p．51  
娼佐野賢治「十三塚と十三オポ」『日本民俗の伝耗と創造』弘文堂19鎚年p．益2  














をもたらすと考え、其の霊魂、即ち怨霊を鎮めるための祭祀を行うようになったのも、   
平安時代に入ったからのことであった。それは一面では、平安京岬生  
暗にともなう流行病などの不安の表れであり、また一面からすれば、仏教の普及により、  















考』三省堂 昭和23年8月 p．1（裕  
罰尾藤正英著「浜風文化から国風文化へ」㌃日本文化の歴史』 岩波新番 2000年7月 p．70－71  

























点を置いたのである。しかし、彼の実測調査・考察編である F十三塚」の中で、小島甥頑が十  
三壕の立場から、近世の村が中世の荘園制亜を基盤に成り立っていることを思うと、村を二分す  
お佐野賢治：「十三仏信仰と十三壕」『十三塚』1985年 平凡社 p溺  






－111－   
る機構も荘園時代の名残と見て、近世の下地申分41による村落分割の結果、その境界を示すため  







のかどうかは中世的な状況の中で検討する必要がある。」42   
したがって、中世から近世にかけての村境の変遷とかかわりのある例がいくつ挙げられてい  
るが、ここで神奈川県川崎市宮前区の野川の十三本塚と隣の高津区久末の十三塚の例を取って  





















42小島理醍 「十三塚の歴史的な意義」『十三塚』平凡社19萬年 p．11  
呵、島理鰻 「十三壕の歴史的な意義」訂十三橡』平凡社19拡年 p．15  
朝佐野賢治「十三仏僧仰と十三壕」『十三壕』平凡社19拡年 p．37  
岬112－   
必然性は認められず、境域設定にあたっての史料も情況証拠の城を出ていない45と指摘してい  
る一、  



















阿聞  勢至  薬師  地蔵  文殊  不動  
虚空蔵   





亜佐野賢治「十三仏信仰と十三壕」『十三壕』平凡社1985年 p．謂  
町柳田：巨十三壕考』p．117、佐野賢治「十・三仏信仰と十三壕」F十三塚』平凡社1985年 p．40  
















十三塚の築造と十三仏が関係する伝説の例を一つ挙げよう。   













公ノ御病気忽平癒シ給ケリ   
と崇りから逃れえた49。須賀川市のこの例は実際に十三塚の築造の目的と修法の実態が歴史的  
に明証された希有な例で、注目されるのは、不遇な死を遂げたものの霊が御霊化するのを避け  
47堀・一郎 「十三塚は十三仏思想より出づるとの説の事」『十三壕考』p．156  
亜佐野賢治「十三仏信仰と十三壕」『十三壕』平凡社1985年 p劇  
個佐野賢治 「十三仏信仰と十三塚」『十三塚』平凡社1985年 p．胡  
































鯛佐野賢治 「十三仏信仰と十三塚」『十三壕』平凡社1弛5年 p．51  
里掛一郎 「十三塚に就いて考へ合わさるべき乗古の十三郡博の争」『十三壌考』三省堂昭和23年8月  
p．214  
52同上。p．215  
－115－   
まとめ   
モンゴル、日本、朝鮮、チベットなど異なる民族として非常に類似している築壇習俗を持つ  
ことは甚だ興味深いことであり、比較を通して、それぞれの民俗で共通する部分と共通しない  











などである。   
同じ築壇習俗としてモンゴルのオボーと十三塚信仰の共通点をその地域の集団に果たしてい  
る機能と、祭祀形式という二つの方面から述べてみよう。  















別保野賢治 「十三塚と十三オポ」『日本の民俗の伝統と創造』弘文堂1988年p．282  
岱ドルジ・バンザロフ著 白鳥庫吾訳「果敢戎ひは蒙古人におけるシヤマン教」1940年 文求登 p．26  
































鴻嘱・郎「蒙古の十三オポと考え合わせるべきこと」『十三塚考』∴省堂 昭和器牛8月 p．204  
笹柳田国男「供蕃塚経塚などとする説ある事」『十三壕考』p－72  
ー117－   
しかも、他の諸民族の築壇習俗に見られるとおりの女人禁止や別の塚を犯すべからずという  

























江上渡夫『蒙古高原横断記』東京：五月書房1937年 p．173－193  
後藤富雄 「モンゴル族に於けるオポの崇拝－その文化に於ける諸機能－」、『民族学研究』、第   
20巻、第12号 日本民族学協会 p．賂70  
小島櫻穐「十三壕の歴史的な意義」神奈川大学日本常民文化研究所調査報告『十三塚一葉測調  
㌔絡同上p．72  
鍋芥魯羊囁編著《巴林夙情東》 内蒙古人民出版社1987年p．40  
醐赫仁格日勒‘‘祖先崇拝中的女性禁忌”《蒙古族祖先崇拝的固有特征及其文化嶺合一兼与日  
本文化的比較》 内蒙古教育出版社2006年3月p．130  
－118－   
査・考察編－」第10集 平凡社1985年 p．1ト31  
佐野賢治「十三塚と十三オポ」F日本民俗の伝統と創造』弘文堂1988年 p．器1－3（姫  
佐野賢治「十三仏信仰と十三塚」 平凡社1985年 p．32－51  
孫晋泰「朝鮮の累石壇と蒙古の郡博に就て」F民俗学j第五巻 第十二号昭和8年12月 p．1020－  
1033  
ドルジ・バンザロフ著 白鳥庫音訳「異教戎ひは蒙古人におけるシヤマン教」1940年 文求堂  
P．26  
ナランピリゲ「モンゴル族のオボー研究史」F比較民俗研究j20．2005／10 p．173－185  
白鳥庫膏「岩石崇拝の起源」（講演要旨）『民族学研究j第二巻 第一号1936年 三省堂 p．276－  
281  
村田文夫「発掘調査された十三塚」神奈川大学日本常民文化研究所調査報告トト三塚一案測調  
査・考察編－j第10集 平凡社1985年p．64・90  
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